
1/7　景気ウォッチャー調査（令和２年６月調査）― 中国（現状）―

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・買換えサイクル、巣籠り、特別定額給付金、気温上昇、
主にこれらの要因が家電業界に追い風となり、エアコンや
冷蔵庫を中心とした大型家電の販売が好調で、売上は前年
比で２けた伸長している。

◎
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・今月下旬に開催したＳＧ競走で十分な売上が上がってい
る。

○

一般小売店
［茶］（経営
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる自粛が少しずつ緩和され、観
光客も少しずつ増加し、経済が少し上向きになっている様
子だが、まだ実感がない。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

お客様の様子 ・移動制限が解除されて遠方からの来客数が増加してい
る。

○

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・全国の緊急事態宣言解除後、来客数が増加している。休
業中のアパレルが前倒しでセールを行っていることもあ
り、20～40代の若い客を中心に週末はにぎわっている。

○

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・５月末頃より少しずつ客足が戻ってきつつあり、６月も
週末を中心に前年を上回りつつある。新型コロナウイルス
の影響でまだ県外への外出を自粛している客が近場の商業
施設へ向かっている。

○
百貨店（外商担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、来客数が少しずつ増加してい
る。

○

百貨店（販売計
画担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスがやや終息したこと、特別定額給付
金の給付があったことなどを背景に、一時的に売上が増加
している。ただ、３か月前に比べてのものであり、新型コ
ロナウイルス発生前よりも景気は悪い。

○
百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響も落ち着き、来客数は回復傾
向にある。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は、前年比88.8％と前年を下回っているが、前月
比では２か月連続で増加している。緊急事態宣言も解除さ
れ、徐々に人の流れが通常に戻りつつある。

○

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響による自粛が落ち着き、客足
が戻ってきている。また、野菜等の高値が影響して単価も
上昇している。

○

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・売上は前年比133％、来客数は前年比135％と、新型コロ
ナウイルスによる自粛が緩和されるなか、これまで買物を
我慢していた客の購買意欲が向上している。特に、気温の
上昇とあいまって夏物衣料はここ数年にない伸びを示して
いる。

○
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・客単価が前年より上昇している。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は前年比80％強だが、緊急事態宣言解除以降回復
傾向にある。

○

コンビニ（支店
長）

販売量の動き ・来客数は減少しているが、買上点数や客単価は明らかに
上昇している。土用の丑の日のうな重の予約ペースが速
い。客が外食を控え、お金に余裕があるため、おにぎりも
単価が高い商品が好調である。

○

衣料品専門店
（代表）

来客数の動き ・県をまたぐ移動制限解除以降、徐々に客が戻っている
が、引き続き自粛傾向にあるため、元の状態に戻るには時
間が掛かる。

○

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの第２波が懸念されるなか、キャッ
シュレス・消費者還元事業も今月で終了するが、特別定額
給付金の給付で客の購買意欲が改善している。

○
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・来客数が減少している。

○
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・特別定額給付金が支給されてから高額商品を購入する客
が増加している。

○

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・前月と比べると来客数が増加しており、多少新型コロナ
ウイルスが落ち着いた感じを受ける。販売も上向きになり
つつある。

○
乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・来客数がようやく前年の85％程度まで回復、特にサービ
スを中心に客の動きが出ている。
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○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数は前年を下回っているが、４月と比べると増加し
ている。

○

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・外出自粛が解除され、徐々にではあるが人出が増加して
いる。

○

その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・県境に位置するため移動制限が解除されてから来客数が
少し増加しているが、前年比90％台で推移しており、まだ
厳しい状況である。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響が出始めた３か月前と比べる
と、回復基調の当月の方が売上は上向き傾向である。た
だ、飲食関連は引き続き厳しく、３か月前とほぼ変わらな
い。

○

高級レストラン
（事業戦略担
当）

販売量の動き ・前年比ではまだまだであるが、政府や自治体主体の観光
援助政策により予約の動きがようやく出てきている。

○

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除され、客の様子が急激に変化してい
る。飲食店が新型コロナウイルス対策をしている安心感を
全面に出し始めていることで、客の安心感が生まれ、来店
につながっている。

○

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で客の外出自粛が続き、これ
までにない悪い状態であったが、緊急事態宣言の解除で少
しだけ良くなっている。

○
観光型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・新型コロナウイルスによる外出自粛が解除され、旅行を
しようとしている人が多くなっている。

○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・宿泊は、移動制限がなくなったことでビジネス客が若干
増加しているが、団体客の予約は皆無である。また、レス
トランではランチ客が増加傾向にあるが、ディナーや酒席
を伴うグループ客はほとんど動きがない。ただ、緊急事態
宣言の解除以降、駅周辺のショッピングセンターやデパー
トの再開が相次ぎ、人のにぎわいが復活してきている。

○

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・県をまたぐ移動自粛が解除されたこともあり、週末を中
心に来客数が少しずつではあるが増加してきている。来客
数は前年の１割減程度まで回復している。

○

ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・来客数は販売方法を変えたことにより前年同月と比べ７
割程度まで回復してきたが、売上は５割程度でなかなか上
昇してこない。ただ、４月の状況と比べると若干上向いて
いる。

○
住宅販売会社
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響も落ち着いてきたのか販売量
が増加している。

□

商店街（理事） お客様の様子 ・景気が新型コロナウイルスの影響や特別定額給付金の効
果など特殊要因に左右されている現状では、景気が良く
なっているか悪くなっているかを判断することが難しい。

□

商店街（代表
者）

単価の動き ・新型コロナウイルスの影響による落ち込みを完全に取り
戻してはいないが、新型コロナウイルス発生前の状況に戻
りつつある。

□
一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・食品スーパーとしての景気は今のところ好調に推移して
いる。

□

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・客が自粛ムードから徐々に外出するようになり、来客数
も戻りつつあるが、今後への不安もあり消費行動には消極
的である。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・数百万円の美術品や高級腕時計が売れているが、必ずし
も景気が良くなっているとはいえない。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・まとめ買いなど新型コロナウイルスの特需で売上は前年
を上回っているが、来客数は前年割れが続いている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比べて、客単価は低下しているが、来客数は
変わらない。

□

スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・売上は前年から10％以上増加しているが、新型コロナウ
イルスによる特需で景気回復による増加ではない。

□
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・野菜類や豚肉等の価格高騰が販売点数の落ち込みをカ
バーしている。
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□

コンビニ（副地
域ブロック長）

単価の動き ・新型コロナウイルスによる自粛が解除され、客の動きが
活発になっているが、依然として主力商品のお弁当などの
買い控えがある。ただ、特別定額給付金の給付もあり、購
入単価は上昇している。

□
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・来客数が少ない。また、依然として出勤人数や出勤日数
が制限され、給与が減少している会社もある。

□
住関連専門店
（営業担当）

単価の動き ・特別定額給付金の給付もあり高額商品が売れている。

□

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・４～５月の落ち込みからは回復したが、３か月前と比べ
ると売上は変わっていない。一般の客は戻ってきている
が、客単価の高い宴会、仕事仲間や友人同士など多人数で
の飲み会はほとんどない。

□

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響が続き、変わらない。

□
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・近郊で大規模な工事があり、関係者の宿泊予約が７月末
まで入っている。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除されたが、ビジネス、レジャー共に
動きは鈍く、間際の予約や先行予約も低調である。

□
都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・３～５月に掛けて大幅に下降し、底は脱したものの、景
気が良くなっているとはいい難い。

□

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・県外への外出ができるようになったが、新型コロナウイ
ルスの影響が残り、なかなか思うような旅行の相談がな
い。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・若干客が戻ってきた様子はあるが、夜の飲み屋関係はま
だまだ悪い状況である。また、県外からの来訪、特にビジ
ネスマンの来訪が少ない。

□
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・固定通信サービスへの加入申込件数の増加傾向が続いて
いる。

□

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・支払猶予の要請は、３月以降ほとんどなく、その点では
売上への影響がほとんどないが、新規契約の申込みが鈍化
しており、緊急事態宣言解除以降も、戻っていない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる影響が大きい。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響もあり、必要以上にサービス
等を増やしたり、変更したりする客が少ない。

□

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの影響で着工を延期することを検討
していた案件が工事を進める方向に変化するなど前向きな
状況が出てきている。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・来客数が少しずつ回復しているが、まだまだ多くはな
い。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・移動制限は解除されたが、引き合いや来客数は低調な状
況が続いている。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・緊急事態宣言が解除され、商店街の人通りが少し元に
戻ってきているが、売上は回復していない。

▲

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・休業していたショップも再開し、売上も徐々にではある
が回復傾向にある。しかし、観光営業はいまだに厳しい状
況である。クリアランスやお中元ギフトセンターの前倒し
などを行い、一部売上が前年を上回っている部門もある
が、全体では前年の７割程度である。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・クリアランスやプレクリアランスが前年と比べ１か月近
く前倒しになり、販売量は前年と比べ10％程度の減少にと
どまっている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比べ、前年と比べた来客数の減少幅がやや拡
大している。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客の購入数量が減少し、売上も下降線をたどっている。

▲

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・政府の自粛要請解除により、大型商業施設が営業を開始
し、既存店売上が前年は上回っている。ただ、自粛要請期
間中と比べると３％程度減少している。

▲

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・４～５月は展示会が開催できず、６月にようやく展示会
を開催したが、新型コロナウイルスの影響で客の購買意欲
が低下したままである。
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▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で今買わなくてもいい客は無
理して買わない傾向がある。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言解除以降、土日は幾分客が戻ってきている
ものの、依然として新型コロナウイルスの影響が続いてい
るため、売上は戻っておらず、平日は引き続き厳しい状況
が続いている。今後、第２波、第３波の可能性もあり、市
場感もまだ回復しているという楽観的な見方ができない状
況が続いている。

▲

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・３月の時点で既に新型コロナウイルスの影響を大きく受
けていたが、そのときと比べても状況は良くない。常連客
は戻ってきているが、観光客はほとんど見掛けない。会社
員などの集まりも少人数が多く、団体の来店は予約を含め
ても０の状態である。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・タクシーの稼働台数を増やしたが、売上は良くない。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で依然として客の動きが悪

い。

▲

タクシー運転手 お客様の様子 ・新型コロナウイルスによる自粛要請がなくなり、前月よ
りは良くなっているが、３か月前と比べるとやや悪くなっ
ている。

▲

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

それ以外 ・ケーブルテレビ利用料は家計からの料金支払が主体であ
り、料金の延滞金額が前月に比べて増加し、ここ１年で最
大となっている。時節的な動きが生じるタイミングでもな
いので、新型コロナウイルスの影響が企業から家庭へ波及
してきている可能性がある。

▲

美容室（経営
者）

単価の動き ・客を取り戻すため、単価を下げたり、値下げサービスを
したりしているが、来客数も売上も減少している。

▲
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除された後も、密になる対面接触型の
集客イベントができず、商談数が減少している。

▲
住宅販売会社
（営業所長）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で客が様子見していることも
あり景気は悪くなっている。

×

商店街（代表
者）

販売量の動き ・一般小売業種の販売量が２～３割減少している。また、
商店街にある飲食店やライブハウスは開店休業状態であ
る。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後、来客数が若干戻ってきたとはい
え、状況はほとんど変わっていない。

×
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・個人の来客数はさほど変化がないが、事業所からの注文
が少なくなっている。

×

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、人通りが少なく、販売量
も減少している。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・外出の自粛要請がなくなり、多少、来客数が増加してい
るが、前年の90％までしか戻っていない。

×
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・６月の販売台数は前年比72％で大変厳しい状況であり、
特に登録車の落ち込みが大きい。

×
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・周りの企業やそこに勤める人の状況が悪く、自社の仕事
にも影響が出ている。

×
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響が依然として大きく、月を追
うごとに販売量が激減している。

×

その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・少しは良くなっているが、前月とほとんど変わらず、街
を歩く人が少ない。

×

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・今年に入り、来客数は、新型コロナウイルスの影響で、
商店街も食品スーパー以外は激減していたが、今月に入
り、少しずつ増加している。ただ、来街者が元に戻るには
時間が掛かる。

×
スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、景気は落ち込んだままで
あり、回復の兆しは見えてこない。

×
旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で引き続き旅行事業は非常に
厳しい状況となっている。

×
タクシー運転手 来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で乗車率が悪くなっている。

×
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・全体的に買い控えの様子があり、景気は悪くなってい
る。

家計
動向
関連

(中国)
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×
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・家計の節約傾向がより厳しくなっている様子である。

×
テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で景気は悪くなっている。

×

観光名所（館
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除、県をまたいでの移動自粛も解除と
なったが、外出に対して抵抗があるのか、来客数は戻って
きていない。

×

その他レジャー
施設［温泉セン
ター］（担当
者）

来客数の動き ・来客数、売上共に３か月前と比べると悪い。

×

美容室（経営
者）

それ以外 ・依然として新型コロナウイルスの影響が残っており、客
が無駄な行動を控え、来店間隔を伸ばしている。

◎

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・既に景気の底は脱し、良くなっている。

◎

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスへの対応で新規にオンラインショッ
プを開設したいと考える客が増加しているため、ネット通
販の需要が高まっている。

○

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で受注が伸び悩んでいるが、
医療、介護、飲食、観光業など特定の業態を除くと商談件
数は持ち直している。

○
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数や成約件数が増加している。

□

農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言解除後に、料理屋、魚屋関係からの注文が
少し回復の兆しを見せているが、まだまだ少なく、動きが
悪い。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の稼働状況が悪く、発注量が低下している。

□

一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスが終息していないため、景気は変わ
らない。

□

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注済の物件等は、多少の前後はあるが順調に推移して
いる。また、資機材の調達についても大きな問題はない。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で地元完成車メーカーの世界
販売が低迷し、在庫調整のため生産を抑制していることか
ら、系列の地元部品メーカーの受注は５月が前年の５割、
６月が前年の６～７割程度の低水準となっている。

▲

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が徐々に増加してきているが、業務用や土産関係
は20～30％しか改善しておらず、依然として厳しい状況で
ある。

▲
食料品製造業
（総務担当）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの影響で客である外食産業が自粛し
ていたため、打撃を受けている。

▲

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で受注量や販売量が減少して
いる。外出自粛が解除されたことで少しずつ動き始めてい
るが、厳しい状況が続いている。

▲
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・金属製品の受注量が減少している。

▲

電気機械器具製
造業（総務担
当）

取引先の様子 ・受注残となっていた製造装置は取引先の要望により再開
時期が未定である。また、海外子会社の稼働状況も100％で
はなく見通しが不透明である。

▲

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は新型コロナウイルスの影響が少なく、受注量
の落ち込みは小さかったが、６月は３か月前の半分以下の
受注量となっている。

▲
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・客からの受注量が大幅に落ち込んでいる。

▲
通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・依然としてテレワークで勤務している客も多く、取引案
件が動かない。

▲

金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・経済活動や消費行動は少しずつ元に戻ってきているが、
取引先の資金繰りは改善しておらず、厳しい状況が続いて
いる。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響による休止、延期、中止に伴
い、客からの受注が減少傾向にある。

家計
動向
関連

(中国)

企業
動向
関連

(中国)
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×

繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスによる自粛で販売店が休業し、売上
が大幅に減少している。５月後半からやや店頭売上ができ
つつあるが、例年の比ではなく、売上が回復していない。

×

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が徐々に実績として表面化し
ており、直近の売上、粗利は共に前年同月比15％の減少と
なっている。

×

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスや客の生産設備縮小の影響で受注量
が激減している。受注量の減少に伴い、多い部署では月７
日の臨時休業を実施している。

×
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気は悪くなっており、回復の見通しも不透明である。

×

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注激減のため、雇用調整助成金を活用した帰休を週２
日行っている。工程によってはそれでも定時間割れとなっ
ているため、その時々の生産状況に応じて帰休にしてい
る。

×

輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で新造船商談が停止したが、
依然として商談再開のめどは立っていない。新型コロナウ
イルス以前に進めていた継続案件の多くも仕切り直しと
なっている。

×

輸送業（総務・
人事担当）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言解除に伴い徐々に動きは出てきているが、
解除前に比べると大幅に落ち込んでおり回復の見込みはな
い。

×

会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響が出始めた３月よりも状況は
更に悪化しており、取引先からの値下げ要請も増加してい
る。

◎ － － －

○

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・停滞していた採用活動が徐々に再開し、６月になり移動
機会が増え、新たな求人の引き合いが発生するなど、少し
ずつではあるが、景気は上向きかけている。

□

学校［大学］
（就職支援担
当）

周辺企業の様子 ・６月に入り、身近な企業が通常どおり採用を行う様子が
目立つようになっている。

▲

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・新型コロナウイルスの影響で求人、求職の動きが遅れる
ことを予想していたが、６月以降は遅れることなく動き出
している。業界によって影響の大小があるため、求人が止
まっている業界もあるが、影響の小さい業界は徐々に以前
の動きに戻りつつある。

▲

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

雇用形態の様子 ・2021年度の新卒採用については、ほとんどの企業が採用
予定人数に変わりはないとしている。前年までと違い、い
い人材がいなければ無理をして採らないという方向に変化
している。中途採用も金を掛けてサイト掲載する企業が大
幅に減少し、ハローワークのみで十分応募者が来るように
なっている。採用は企業の業績によるところがかなり大き
い。

▲
職業安定所（雇
用関連担当）

求人数の動き ・新規求人数が減少し、求人倍率が低下するなど、景気は
悪くなっている。

▲

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数が例年同時期よりも若干減少している。

×

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・求人数は前年比５～６割で推移しており、不人気職種
だった介護なども求人が減少している。減少する一方の求
人数をカバーする術がない状況である。

×

人材派遣会社
（経営戦略担
当）

求人数の動き ・景気に敏感に反応する人材派遣の求人数の落ち込みが大
きい。

×

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

採用者数の動き ・2021年卒の新卒内定者の動向をみると、前年同時期と比
較し、新型コロナウイルスの影響で採用選考が遅れてい
る。また、企業によっては前年比で内定数を絞るという声
も出てきている。

×

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・有効求人倍率は全国でもトップクラスながら、４月の低
下幅はオイルショック後の1974年11月以来の大きさとなっ
ている。製造業を中心にほぼ全業種で低下している。

企業
動向
関連

(中国)

雇用
関連

(中国)
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×

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数は、宿泊業・飲食サービス業で旅行者、利用
者が大幅に減少したことや感染症拡大防止のため休業を
行っている事業所が多くみられたことなどから、前年同月
比で９割減となっている。新型コロナウイルスの影響が顕
著で求人全体でも３割の減少となっている。

×

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数を前年同期と比較すると40.8％減、有効求人
数は32.3％減と大幅な減少となっており、新型コロナウイ
ルスの影響が大きくなっている。新規求人数の直近３か月
を同様に前年同期と比較しても25.1％減少している。産業
別も同様で、教育・学習支援業や公務・その他を除いて軒
並み減少している。有効求人倍率は、３月が2.34倍、４月
が1.92倍、５月が1.55倍と低下傾向にある。

×

その他雇用の動
向を把握できる
者

求人数の動き ・有効求人数が全般的に減少傾向である。特に娯楽・飲
食・サービス業の求人数の減少が顕著である。

雇用
関連

(中国)


